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長
野
市
は
、
時
代
の
流
れ
に
よ
っ
て
、
市
町

村
合
併
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
人
口
三
八
万
七
千

人
、
面
積
八
百
三
十
四･

九
㎢
と
な
り
、
立
地
条

件
は
都
市
化
し
た
市
街
地
か
ら
農
村
が
点
在
す
る

中
山
間
地
と
生
活
環
境
や
住
民
ニ
ー
ズ
に
大
き
な

差
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
公
平
、
公
正

な
画
一
的
な
行
政
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
こ
と
か

ら
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
」

と
い
う
都
市
内
分
権
を
導
入
し
、
市
内
三
十
二
地

区
に
住
民
自
治
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
吉

田
地
区
で
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
か
ら
区
長
会

や
地
区
社
協
、
地
公
連
等
十
団
体
の
事
務
や
事
業

を
、
五
部
会
九
委
員
会
で
、
各
々
担
当
し
て
二
年

を
経
過
し
、
三
年
目
を
迎
え
る
時
期
が
迫
っ
て
き

て
い
ま
す
。

各
部
会
や
委
員
会
が
実
務
的
に
取
り
組
み
、

二
年
目
と
な
り
各
部
署
の
努
力
に
よ
っ
て
、
軌
道

に
乗
っ
て
き
て
い
ま
す
が
一
部
の
部
署
に
お
い
て

当
面
の
人
材
が
確
保
で
き
な
い
状
況
で
、
大
変
ご

苦
労
い
た
だ
い
て
い
る
委
員
会
も
あ
り
ま
す
。

今
後
の
吉
田
地
区
の
主
な
課
題
を
次
に
あ
げ

て
み
ま
し
た
。

◇
地
震
や
台
風
等
自
然
災
害
に
対
し
機
能
的
に
活

動
で
き
る
防
災
体
制
を
早
急
に
備
え
、
災
害
対
策

の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
八
月
に
は

防
災
対
策
の
推
進
母
体
と
な
る
「
吉
田
地
区
自
主

防
災
会
連
絡
協
議
会
」
を
関
係
機
関
の
協
力
を
得

て
設
立
し
ま
し
た
。

◇
現
在
の
収
入
財
源
は
、
市
か
ら
の
交
付
金
と
各

町
負
担
金
、
繰
越
金
等
で
固
定
し
、
各
区
の
財
政

も
大
変
厳
し
い
情
勢
で
、
新
規
事
業
を
企
画
し
て

も
財
源
確
保
が
課
題
に
な
っ
て
き
ま
す
。

◇
指
定
管
理
者
制
度
は
、
市
の
施
設
を
民
間
等
の

活
力
を
活
用
し
て
、
市
が
運
営
管
理
を
委
託
す
る

も
の
で
、
吉
田
地
区
で
は
既
に
平
成
十
八
年
か
ら

吉
田
児
童
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
と
し
て
市
か

ら
受
託
し
て
、
管
理
運
営
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
市
か
ら
は
各
市
立
公
民
館

を
各
住
民
自
治
協
議
会
に
指
定
管
理
者
と
し
て
委

託
す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
住
民
自
治
協
議
会
の
全
体
の
運
営
を
つ
か
さ
ど

る
事
務
局
体
制
の
整
備
と
、
会
長
や
副
会
長
の
役

員
の
負
担
軽
減
等
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
早
い
機

会
に
事
務
局
長
を
設
置
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
最
近
、
地
区
に
よ
っ
て
は
、
役
員
の
任
期

が
一
年
と
い
う
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

◇
吉
田
地
区
の
地
域
振
興
対
策
に
係
わ
る
こ
と
を

担
当
す
る
部
署
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

◇
最
近
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
、
バ
ス
路

線
廃
止
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
大
型
店
志
向
に
よ
り
近

隣
の
小
売
店
が
閉
店
し
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
が

交
通
難
民
と
か
、
買
い
物
難
民
と
言
わ
れ
る
問
題

に
ど
う
対
処
し
て
い
く
か
、
難
し
い
課
題
で
あ
り

ま
す
。

吉
田
地
区
住
民
自
治
協
議
会
　
会
長
　
風
間
　
政
美
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住
民
自
治
協
議
会
の
活
動
と
今
後
の
課
題

第
24
回
「
吉
田
町
青
少
年

　
　
　
健
全
育
成
住
民
の
集
い
」

　
一
月
二
十
九
日
（
日
）

会
場
　
ノ
ル
テ
な
が
の

東
部
中
吹
奏
楽
部
・
演
劇
部
、
吉
田
小
合
唱
団
・

４
年
有
志
の
学
習
発
表
、
湯
谷
小
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
、
読
み
聞
か
せ
も
加
わ
っ
て
多
種
多
様
な
舞

台
に
満
員
の
客
席
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら

れ
た
。

子
ど
も
達
の
頑
張
り
に"

あ
り
が
と
う"

こ

の
輝
き
を
ず
っ
と
守
れ
る
吉
田
で
あ
り
た
い
！

（
青
少
年
委
員
会
）

東部中吹奏楽部

吉田小４年有志
「よさこいソーラン」



安
全
・
安
心
部
会

環
境
美
化
部
会
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防
犯
委
員
会

吉
田
地
区
に
多
い
自
転
車
盗
の

被
害
防
止
を
図
る
た
め
、
長
水
防
犯

協
会
の
協
力
を
得
て
、
駐
輪
場
に
大

型
立
看
板
を
掲
出
し
ま
し
た
。

全
国
地
域
安
全
運
動
の
初
日
に
長

野
中
央
警
察
署
で
行
わ
れ
た
青
色
回

転
灯
パ

ト
ロ
ー
ル
車

の
出
発
式
に

参
加
し
た
後
、

吉
田
地
区
内

を
巡
回
し
て

防
犯
広
報
啓

発
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

防
犯
指
導
員
の
安
全
活
動
能
力

な
ど
資
質
の
向
上
を
図
り
相
互
の

連
携
を
深
め
る
た
め
、
区
長
部
会
と

合
同
で
県

警
通
信
指

令
課
と
科

学
捜
査
研

究
所
を
見

学
し
、
研

修
を
行
い

ま
し
た
。

年
末
特
別
警
戒
で
多
発
し
て
い

る
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
の
た

め
、
年
金
支
払
日
に
金
融
機
関
入

口
で
お
年

寄
り
の
来

店
者
に
、

振
り
込
め

詐
欺
被
害

防
止
の
チ

ラ
シ
を
配

布
し
ま
し

た
。

少
年
育
成
担
当
は
、
下
半
期
は

三
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
致
し
ま

し
た
。
下
校
途
中
の
小
学
生
に
声
が

け
を
し
た
り
、
店
舗
で
は
、
最
近
問
題
が
な

か
っ
た
か
お
話
を
お
聞
き
し
た
り
、
成
人

向
け
図
書
が
区

別
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
、

チ
ェ
ッ
ク
し

た
り
し
て
い
ま

す
。店

舗
の
皆
様

に
は
日
頃
ご
協

力
を
頂
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

交
通
安
全
委
員
会

秋
の
全
国
安
全
運
動
の
期
間
中
、

交
通
安
全

協
会
吉
田

支
部
会
員
は
、
連

日
交
差
点
で
高
齢

者
と
子
ど
も
の
交

通
安
全
指
導
を
行

い
ま
し
た
。

先
進
地
モ
デ
ル
事
業
所
の
視
察
研
修
実
施

環
境
美
化
部
会
で
は
、
10
月
に

ご
み
処
理
の
先
進
地
と
し
て
栃
木
市

の
㈱
関
東
エ
コ
リ
サ
イ
ク
ル
と
埼
玉

県
寄
居
町
の
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
の
2
箇
所

を
視
察
し
ま
し
た
。

㈱
関
東
エ
コ
リ
サ
イ
ク
ル
で
は
、
火
や

洗
浄
等
の
水
は
、
一
切
使
用
し
て
い
な
い
と

い
う
環
境
配
慮
型
の
解
体･

選
別
行
程
を

と
っ
て
い
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。

資
源
の
少
な
い
日
本
で
は
、
資
源
の
循

環
利
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
、
リ

サ
イ
ク
ル
等
を
徹
底
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
視
察
研
修
を
と
お
し
て
痛
感

し
ま
し
た
。

　
吉
田
地
区
花
い
っ
ぱ
い
運
動

花
づ
く
り
を
通
し
て
地
域
の
皆

さ
ん
が
つ
な
が
り
を
深
め
る
と
共

に
、
美
し
い
町
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
で
自
分
た
ち
の
地
域
に
愛
着
を
持
つ
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
の
願
い
を
込
め
、
今
年
度
も

吉
田
地
区
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
審
査
基
準
に
基
づ
き
、

風
間
住
自
協
会
長
他
七
名
の
審
査
委
員
に
よ

る
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
地
区
の
受
賞

が
決
定
さ
れ
、
一
月
十
八
日
に
表
彰
式
を
行

い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞　

中
越

優
秀
賞　
　

押
鐘
・
田
町

花
い
っ
ぱ

い
運
動
の
心

は
、
町
を
単
に

花
で
飾
る
ば
か

り
で
な
く
、
清

掃
を
し
て
身
近

な
環
境
を
き
れ

い
に
す
る
運

動
、
川
を
き
れ

い
に
す
る
運
動

へ
と
つ
な
が

吉
田
地
区
自
治
協
議
会
部
会
活
動

9月

9月

10月

11月12月12月

10月

１月

最優秀賞　中越地区

警察署長の激励を受け、パトロールに出発

目立つ大型立看板の設置で、自転車盗が減少し
ました。

金融機関出入口での振り込め詐欺被害
防止活動

次々と入ってくる 110 番通報を適格な
指令で処理していく通信指令室の見学



教
育
・
公
民
館
部
会

福
祉
・
保
健
部
会
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り
、
そ
し
て
、
吸
殻
、
ご
み
を
散
ら
か
さ
な

い
町
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
今
後
も
大
勢
の
皆
さ
ん
の

参
加
で
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

福
祉
委
員
会

「
福
祉
自
動
車
大
い
ち
ょ
う
号
」
は
昨

年
十
一
月
一
日
よ
り
運
行
を
開
始
し
ま

し
た
が
、
一
月
末
ま
で
の
三
ヶ
月
間
で

二
百
五
十
一
回
余
に
の
ぼ
り
一
日
平
均
四
～

五
回
、
多
い
日
は
十
回
を
超
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
バ
ザ
ー
収
益
金
の

一
部
を
福
祉
自
動
車
へ
寄
付
し
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。さ

て
、

三
年
計
画

で
進
め
て

き
ま
し
た

「
吉
田
地

区
地
域
福

祉
活
動
計

画
」
が
冊

子
と
な
り

皆
様
に
お
届
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
福
祉
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
東
日
本
大
震
災
等
日
本
中

が
災
害
が
あ
り
大
変
な
年
で
し
た
。

視
覚
障
害
を
お
持
ち
の
堀
越
吉

晴
氏
よ
り
「
共
震
の
心
」
と
題
し
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
堀
越
氏
が
考
え
る

共
震
の
心
と

は
、
被
災
者

が
い
て
、
私

達
が
い
て
、

励
ま
す
の
で

な
く
皆
で
揺

れ
動
く
心
…

今
の
日
本
人

全
員
に
必
要

な
こ
と
の
よ

う
に
思
う
そ
う
で
す
。
ま
た
、
障
害
者
は
災

害
弱
者
の
た
め
情
報
が
わ
か
ら
な
い
。
情
報

が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
周
り
の
人

に
わ
か
っ
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
は
高
齢
者

に
も
通
じ
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。今
後
は
、

「
地
域
の
中
で
顔
が
見
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
大
切
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
教

え
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

保
健
委
員
会

保
健
委
員
会
で
は
、
昨
年
度
よ

り
「
環
境
と
健
康
」
を
テ
ー
マ
に

学
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
様
の
ご
指
導
を
賜
り
な

が
ら
、
委
員
会
独
自
の
活
動
及
び
吉
田
公
民

館
共
催
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

健
康
講
座
は
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
「
腎
臓

の
お
話
（
８
／
23
）」・「
ず
っ
と
元
気
で
い

る
た
め
の
運
動

講
習
会
（
９
／

12
・
10
／
26
）」・

「
地
域
の
旬
の

食
材
を
使
っ
た

健
康
食
講
習
会

（
11
／
11
）」
を

開
催
し
ま
し

た
。

ま
た
、
九
月
三
十
日
に
は
、
ホ
ク
ト
文

化
会
館
で
第
三
九
回
長
野
県
保
健
補
導
員

等
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
、
吉
田
地
区
か

ら
十
二
名
参
加

い
た
し
ま
し
た
。

（
全
参
加
者
一
、

三
三
六
名
・
長

野
市
三
四
四
名
）

な
お
、
三
月

十
四
日（
水
）
に

は
、
東
京
大
学

の
吉
永
淳
准
教

授
に
よ
る
「
放
射
能
と
健
康
リ
ス
ク
」
の
講

演
会
を
ノ
ル
テ
な
が
の
に
て
午
後
六
時
三
十

分
か
ら
開
催
す
る
予
定
で
す
。

人
権
・
同
和
教
育
委
員
会

「
吉
田
地
区
人
権
を
認
め
合
う
住
民
の
集
い
」

　
十
一
月
十
六
日
（
水
）
会
場
　
吉
田
小
学
校

第
十
一
回
「
吉
田
地
区
人
権
を
認
め
合

う
住
民
の
集
い
」
は
、
授
業
参
観
と
講
演

会
を
開
催

し
、
町
田
暁

世
さ
ん
か
ら
、

「『
少
年
よ
大

志
を
い
だ
け
』

と
言
え
ま
す

か
？
」
の
演

題
で
、
大
人

が
変
わ
れ
ば

子
ど
も
は
変

わ
る
、
子
ど
も
の
成
長
は
大
人
の
か
か
わ
る

態
度
が
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
教
え
ら
れ

ま
し
た
。

育
成
会
委
員
会

育
成
会
で
は
、
十
二
月
十
八
日

に
ノ
ル
テ
な
が
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に

て
、「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
を
行
い
ま

し
た
。
毎
年

恒
例
の
魔
法

使
い
ア
キ
ッ

ト
さ
ん
、
お

は
な
し
こ
ろ

こ
ろ
、
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー

プ
の「
コ
コ
・

ア
・
ポ
コ
」

さ
ん
達
に
よ

る
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
等
を
、
披
露
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

抽
選
会
で
は
、
ア
キ
ッ
ト
さ
ん
を
交
え

て
、
子
供
達
が
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

11月

10月

９月

11月

12月

11 月 21 日　堀越氏の講演

９月 30 日　ホクト文化ホールにて

10 月 22 日　福祉バザー
（東急ライフわいわいドームにて）

９月 12 日　運動講習会
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何
丸
翁
顕
彰
保
存
会
事
務
局
長

徳
永
　
　
清
　

平
成
第
２
号

◆
何
丸
翁
句
碑
・
吉
田
田
町
公
民
館
平
成
23

年
（
２
０
１
１
）
４
月
24
日
御
協
力
を
い
た

だ
き
公
民
館
北
側
に
何
丸
翁
顕
彰
保
存
会
が

建
立
。

　

以い

川つ

も
吹ふ

く

　
　

風か
ぜ

越を

花は
な

尓に

者は

　
　
　

あ
ら
し
哉か

な

　
　
　
　
　
　

何
丸

◆
こ
の
作
品
の
花か

お
う押
（
サ
イ
ン
）

●
七
十
六
翁

お
き
な

＝
76
歳
の
老
人
。

　
　
　

帰き

・
お
さ
ま
る
。

●
何
丸

　

　
　
　

茂も

呂ろ

一い
ち
げ
ん元
・
本
名

●
何
丸
77
歳
の
天
保
８
年
（
１
８
３
７
）
に

江
戸
で
没
す
。
よ
っ
て
、
こ
の
句
は
前
年
の

作
品
と
な
る
。

◆
花
＝
平
安
後
期
（
１
１
０
０
年
代
）
以
降

は
桜
の
花
。
春
を
表
現
し
ま
す
。

●
尓
＝
爾
の
俗
字
。

●
哉
＝
だ
な
あ
。
感
動
を
表
す
。

◆
変
体
仮
名
ま
じ
り
、
く
ず
し
字
で
大
変
難

し
い
で
す
。

●
変へ

ん
た
い
が
な

体
仮
名
＝
平ひ

ら
が
な

仮
名
の
、
起
源
と
な
っ
た

字
源
、
漢
字
。

今
年
の
冬
は
厳
し
い
寒
さ
に
見
舞
わ
れ
た
冬
で
し

た
。「
吉
田
住
民
自
治
協
議
会
だ
よ
り
」
も
８
号
に

な
り
ま
し
た
が
、
４
号
よ
り
「
カ
ラ
ー
」
印
刷
に
変

更
し
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
発
行
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
編
集
委
員
一
同
）

編 

集 

後 

記

第 6集

文
化
財
案
内
マ
ッ
プ
設
置

部
会
の
主
な
事
業
と
し
て
わ
か
り
や
す

い
吉
田
町
に
す
る
た
め
に
、
道
路
の
案
内
標

識
パ
ネ
ル
を
今
回
は
、
市
の
「
地
域
や
る
気

支
援
補
助
金
」
を
活
用
し
（
申
請
中
）
六
月

に
設
置
を
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
吉
田
の
町

を
活
気
あ
る
安
心
し
て
歩
け
る
「
ま
ち
づ
く

り
」
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。


